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名称 長春寺のコウヤマキ 

種別 天然記念物 

指定 市・天然記念物 (平成 28・1・20) 

所在地 下平 1450 

所有者 長春寺 

説明 

長春寺の境内、本堂と客殿の間にある。幹周は 4.06m(測定:2011.7.12) 

コウヤマキはスギ科の常緑針葉樹。本州では福島・新潟両県以南、四国・九州

に自生し、高野山に多く分布するところから名づけられたという。木曽の五木に数

えあげられている外、高木になるところから神社・仏閣の境内にも良く見うける。 

寺の伝承では、長春寺が戦国時代の末に、現在地に移って再建されたときの記

念樹といわれている。樹齢は四百数十年と推定されている。樹の先端には避雷

針が設備されている。 

平成 13年(2001)2月 駒ヶ根市景観保存樹木に指定されている。 


